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「心をつなぎ 気概に満ちた」十島の教育

【声をかけやすい雰囲気づくりを！】

十島村教育長 木 戸 浩

今年も３回に分けて村政座談会を実施させて
いただきました。各島の現状を十分に把握でき
ました。また，大雨による大きな被害等もなく，
なんとか梅雨を乗り越えられそうです。教育委
員会としましても子どもたちや教職員，そして

村民の皆様の安心
・安全を第一に考
えながら，これか
らも対応していき
たいと思います。

◎ 声をかけやすい雰囲気づくり
～村民，子ども，保護者，誰に対しても～

学校に勤務していた頃，ある方がこんな話を
してくださいました。「○○学校の先生たちは，
声をかけやすいです。声をかけにくいと，『もう
いいです』という気分になって，それ以後，親
も子も，その学校の先生には何も話したくなく
なりますよね。でも，○○学校の先生たちはい
いです。」と。
「○○学校の先生方は声をかけやすい。いろ

いろと相談しやすい。」という印象や評価は，非
常に嬉しいことです。
学校に出入りされる業者の方からいただいた

話です。「◇◇学校の先生たちは，よくあいさつ
をしてくださいますよ。自分が一人の先生と仕
事の話をしている時も，横を通られる先生方が
『こんにちは』とか『お疲れ様です』と言って
通って行かれますよ。あれって，すごくいいで
すよ。学校によっては，全然されない所もあり
ますよ。いろんな学校に行きますから雰囲気は
すぐ分かります。」
「声をかけにくい雰囲気をつくらない」。人を

相手に，人と向き合いながら仕事をしている以
上，声をかけやすい雰囲気をもった職員（学校
においては先生たち）でありたいものです。そ
うすると，こちらは黙っていても子どもも保護
者も，地域の方も，多くの村民や様々な立場の
方々もいろんなことを語ってくださるはずです。
公の場では「にこにこ，はきはき，きびきび」，
これは子どもにも大人にも必要です。十島村内
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の学校はどうでしょうか？ 生徒指導上の指導を
する際にも，見下すような表情や高圧的で乱暴な
言葉に終始する指導ではプロとは言えません。（そ
う言えば，教師も子どもを呼ぶ際に「さん」を付
けているでしょうか。せめて，授業中の「さん」
付呼名は，徹底できているでしょうか。）
私たちは，すれ違う人を「面識が無い」と思っ

ていても，その方は，私たちが村役場（学校）の
職員であることをよく知っておられます。庁舎内
で人とすれ違う時は，その人と特段面識が無くて
も，「こんにちは」「お疲れ様です」と温かみや感
謝を込めた挨拶を率先して心掛けたいものです。
学校現場でも誰に対しても分け隔て無く，挨拶を
自分から進んでやってくださっていると思います。

自分の進路は？（高校説明会）

村内全中学生は，高校説明会に参加しました。
今年度は，２日間にわたって鳳凰，鹿児島実業，
神村学園，鹿児島水産，甲南，鹿児島高専の先生
方がＴＶ会議を使って生徒への学校説明を行いま

した。
生徒からは学

校生活や資格取
得，部活動など
各学校の特色に
関する質問を行
いました。

８月は人権同和問題啓発強調月間

部落差別（同和問題）をはじめとする人権問
題を解決するためには，県民に人権尊重の理念
が普及し，その理解を深めていくことが重要で
す。
このため，県では8月を「人権同和問題啓発

強調月間」と定め，この期間中に各種の啓発活
動を集中的に実施します。
全ての人の人権が尊重される社会づくりのた

めには，私たち一人ひとりが，自分の人権だけ
ではなく，他人の人権についても正しく理解し，
一人ひとりの多様性を認め合うことが大切で
す。
この機会に，あなたの

身近なことから人権につ
いて考え，そして行動し
ましょう。

悪石島小・中学校に赴任して3年目となりました。
赴任して以来，3名の山海留学生が卒業し，自分の選
択した道に向かって島を離れる姿を見送ってきまし
た。
一人一人がそれぞれに悩みや課題を抱える中，学校

の先生や島の人たちとの関わりの中で，成長し，自分
の未来を切り開く力を養い，この島を巣立っていきま
す。卒業生が島立ちを前に，島の生活でお世話になっ
た方々へ挨拶に回っている姿を見たり，「将来は、島
に戻ってきたい」という会話を聞いたりすると，学校
の子供たちが島の方々の愛情をいっぱい受けているこ
と，子供たちがそれを実感しつつ成長していることが
分かります。私も含め，子供たちの成長に少しでも関
わっているという実感が持てるということは，とても
幸せなことです。子供たち，一人一人の思いや成長を
感じられる距離に子供たちがいることが十島村の学校
の魅力だと私は，思います。
来年度は，十島村の小・中学校は，義務教育学校へ

と変わります。新しい形のスタートに向け準備を進め
ていくことになりますが，9年間よりも，もっと長い
時間を見通した教育がこの島には，あるように思いま
す。すでにあるものを大切にしながら，一つ一つ丁寧
に繋げ，形にしていくことができればと考えています。

ついつい忙しさに追われる日々になりがちですが，
子供たちのために，島のためにできることを見付け，
充実した日々を送りましょう。

僕が口之島に来て，２年目を迎えました。僕は寮
で生活をしています。寮には僕の他に１学年下の寮
生がおり，その寮生を本当の弟のように思って接し
ています。寮生活は時には辛いこともありますが，
毎日楽しいことの方が多いです。また，学校では小
学生と同級生，中１，中３でふざけたり，真面目に
勉強したりして，学校生活を送っています
僕が島に来て感動したことは，みんなが優しく接

してくれることです。ぼくは本当に口之島に来てよ
かったなと思いました。
今，意識していることは，昨年の卒業生みたいに，
みんなをまとめられるようになることです。なぜな
ら，中学３年生は受験があるので，３年生が負担に
ならないように自分がまとめ役になり，頑張ろうと
思ったからです。
将来の夢は数学者です。僕が数学者になりたい理

由は，数学の面白さをある映画
で知ったからです。
これからも口之島での生活を，
１日１日大切にして，将来の夢
をかなえていきたいです。

【悪石島小・中学校からのメッセージ】
教頭 芝原 寛

【新聞に投稿】※学年は投稿時
令和５年６月２０日 南日本新聞「ひろば」掲載）

（令和５年７月６日 南日本新聞「若い目」掲載）

十 島 村 で 学 ぶ

【口之島で生活してみて 】
口之島中２年 濵田 怜


